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第 7章   長宮遺跡の調査

Ⅰ　遺跡の立地と環境

　長宮遺跡は、武蔵野台地の北東端、荒川低地に舌状

に突き出た武蔵野段丘面の台地東側をおりた一段低い

立川段丘面に立地している。この低位の段丘面には「熊

の山」と呼ばれた山林を湧水源とする清水が流れ（現

在は排水溝として利用）、幅 100 ｍほどの緩い小支谷

を形成し、清水の北側左岸に滝遺跡、南側右岸に長宮

遺跡が分布する。北東側は荒川低地の沖積地と接し、

500 ｍ南側には福岡江川が流れ、標高９～ 10 ｍ前後

の微高地を形成する。遺跡の範囲は南北 300 ｍ、東

西 500 ｍ以上ある。宅地開発が進むが部分的に畑が

残っている。

　遺跡の西方には長宮氷川神社があり、この神社の縁

起伝承には「長宮千軒町」として繁盛したが、戦国期

に壊滅した旨が記されている。周辺の遺跡は、北側に

縄文時代早・前期、古墳時代前・後期から奈良・平安

時代の遺跡である滝遺跡、南側には飛鳥・奈良・平安

時代、中近世の松山遺跡が隣接する。1977 年の保育

園建設に伴う緊急調査で中世の屋敷地と思われる。

　遺構群を検出したのをはじめ、宅地造成などにより

2014 年 12 月現在 49 ヶ所で調査を行っている。主た

る時代と遺構は縄文時代早期後葉から前期・中期・後

期前葉までの集落跡、南側の松山遺跡寄りに飛鳥時代

の住居跡、中世末から近世初頭の屋敷跡や長宮氷川神

社参道に関係のある溝跡などである。　

　長宮遺跡第 34 地点の試掘調査および本調査につい

ては、ふじみ野市埋蔵文化財調査報告第 12 集『市内

遺跡群 11』2014.3 で報告済みのため、本書では割愛

した。

Ⅱ　長宮遺跡第 33 地点

（１）調査の概要

　調査は分譲住宅建設に伴うもので、原因者より

2011 年 7 月 28 日付けで「埋蔵文化財事前協議書」

がふじみ野市教育委員会に提出された。申請地は遺跡

範囲内に位置するため、原因者と協議の結果、遺構な

どの存在を確認するための試掘調査を実施した。

　試掘調査は2011年5月19日から31日まで行った。

第 32 図　長宮遺跡の地形と調査区 (1/4,000)
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47Ⅲ　長宮遺跡第 33 地点

第 34 図　長宮遺跡第 33 地点遺構配置図 (1/300)、土層 (1/150)

幅約 1.5 ｍのトレンチ 5 本を設定し、重機で表土除去

後、人力による調査を行った結果、土坑、ピット、井

戸、溝等を確認した。旧石器時代の確認調査は行って

いない。遺跡確認面までの深さは約 70 ㎝で、30 ㎝

以上の保護層が確保されるため、工事立会いの措置と

した。

（２）遺構と遺物

【集石土坑 1】縄文時代の集石土坑を 1 基確認した。

一部を検出し、詳細は第 21 表のとおりである。

【土坑・ピット】土坑 4 基、ピット 13 基を確認し、

一部を検出した。詳細は第 22 表のとおりである。

【溝】南北方向に延びる 2 本と、東西方向の 1 本を確

認し、一部を検出した。溝 1・3 は断面が逆台形。溝

1 は上幅 128 ～ 167 ㎝、下幅 102 ～ 120 ㎝、深さ

29.4 ㎝。溝 3 は上幅 52 ～ 65 ㎝、下幅 14 ～ 27 ㎝、

深さ 32.2 ㎝。溝 2 の断面は浅いＵ字状で、上幅 62

～ 78 ㎝、下幅 43 ～ 48 ㎝、深さ 15.1 ㎝。

【遺物】（第 36 図 1 ～ 18）　

　1・8 ～ 11 は条痕文を施す。2 は RL 縄文。3 は表

第 22 表　長宮遺跡第 33 地点土坑・ピット一覧表　( 単位 cm)

裏条痕文で、口唇部に押圧を施す。4 は陶器の口縁部

片。5 は灰色の瓦器、6 は磁器皿の底部で内外面と輪

台に透明釉を施釉、近世期。7 は裏面に条痕文、外面

は沈線文を施す野島式。12 は貝殻背圧痕文、13 は細

い半截竹管状工具で沈線の区画中に沈線で鋸歯文を施

す。14 は 0 段 3 条の Rl と Lr、縄文、コンパス文、4

段ループ文。15 は 0 段 3 条の Rl 縄文とコンパス文。

16 は付加条で Lr 縄文 2 本付加か。17 は半截竹管状

工具による沈線の鋸歯文に刻目と瘤状貼付文。18 は

底部近くで Rl と Lr 縄文。

第 21 表　長宮遺跡第 33 地点集石土坑・出土礫観察表　( 単位 cm・個数・ｇ (％ ))

No. 平面形態 確認面径 底径 深さ 備考
土坑1 楕円形 100×84 61×52 56.2
土坑2 (円形) 195×(79) 156×(65) 69.1
土坑3 (円形) 117×(47) 64×(33) 22.2
土坑4 円形 86×75 68×58 94.2
P1 円形 66×54 45×33 10.5
P2 円形 51×51 19×15 52.3
P3 不明 66×(35) 13×5 41.5
P4 円形 31×28 15×14 29.5
P5 不明 45×(39) 24×22 37.2
P6 不明 68×(27) 11×(5) 28.1
P7 不整形 75×53 14×9 45.8
P8 隅丸方形 71×65 14×10 61.9
P9 円形 51×50 45×37 12.2
P10 円形 67×60 55×49 17.2
P11 円形 50×50 8×3 26.8
P12 楕円形 40×31 23×17 24.2
P13 楕円形 29×23 14×10 46.3

集石No. 平面形態 確認面径 底径 深さ 礫範囲 総点数 総重量 平均重量 破損数 完形数 焼成数 未焼成数 タール・煤付着数 タール・煤未付着数
1 不明 (69×29) (13×6) 27.5 53×25 16 1,072.68 67.04 11(69) 5(31) 7(44) 9(56) 4(25) 12(75)
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第 35 図　長宮遺跡第 33 地点集石土坑 (1/30)、土坑①・ピット① (1/60)

Ⅲ　長宮遺跡第 35 地点

（１）調査の概要

　調査は分譲住宅建設に伴うもので、原因者より

2011 年 7 月 19 日付けで「埋蔵文化財事前協議書」

がふじみ野市教育委員会に提出された。申請地は遺跡

の範囲内に位置するため、原因者と協議の結果、遺構

などの存在を確認するために試掘調査を実施した。　

　試掘調査は 2011 年 9 月 9 日から 26 日まで行った。

幅約 1 ～ 2 ｍのトレンチ 6 本を設定し、人力で表土

除去後、表面精査を行った結果、炉穴とみられる遺

構 1 基を確認し、遺構の時期等を確認するため検出

を行った。炉穴以外の遺構は確認されなかったため、

写真撮影・全測図作成等記録保存を行ったうえ埋め戻

し、調査を終了した。遺跡確認面までの深さは約 30

㎝で、旧石器時代の確認調査は行っていない。

【炉穴・遺物】( 第 38 図 ) 炉穴の平面形態は楕円形で、

確認面径 182×66 ㎝、底径 46×35 ㎝、深さ 54.7 ㎝、

焼土面範囲は2ヶ所で60×58㎝と16×15㎝である。

　1 は炉穴出土で、2・3・4 は遺構外出土である。1

～ 3 は胎土に繊維を含む条痕文系土器で、1 は底部付

近の尖底土器。4 は黒曜石製の石鏃で重さ 0.77 ｇで

ある。
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第 36 図　長宮遺跡第 33 地点土坑②・ピット②・溝 (1/80)、出土遺物 (1/4)



113写真図版 長宮遺跡第 33 地点 (1)11

長宮遺跡第 33 地点調査風景 長宮遺跡第 33 地点集石土坑

長宮遺跡第 33 地点集石土坑完掘 長宮遺跡第 33 地点土坑 1、P5・6

長宮遺跡第 33 地点土坑 2 長宮遺跡第 33 地点土坑 3、P11

長宮遺跡第 33 地点土坑 4、P12・13 長宮遺跡第 33 地点溝



115写真図版 長宮遺跡第 33(2)・35(2)・39(2) 地点、亀居遺跡第 65・66 地点13

長宮遺跡第 35 地点遺構外出土遺物 No.4

長宮遺跡第 33 地点土坑 2・4、溝 2、遺構外出土遺物

長宮遺跡第 35 地点炉穴、遺構外出土遺物

亀居遺跡第 65 地点調査風景 亀居遺跡第 65 地点トレンチ 2

長宮遺跡第 39 地点トレンチ 1

亀居遺跡第 66 地点調査風景 亀居遺跡第 66 地点トレンチ 1・2
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